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（資料 １） 

T.W.２００４検討委員会 推奨基準範囲（血液５項目）一覧 

 
 

検 査 項 目 名 単 位 性 別 下限値 上限値 

白 血 球 数 ×103／μl  3.5 8.5 

Ｍ 4.30 5.70 
赤 血 球 数 ×106／μl 

Ｆ 3.70 4.90 

Ｍ 13.5 17.0 
ヘ モ グ ロ ビ ン 値 ｇ／dl 

Ｆ 11.5 15.0 

Ｍ 40.0 50.0 
ヘマトクリット値 ％ 

Ｆ 35.0 45.0 

Ｍ Ｃ Ｖ ｆｌ  83 100 

Ｍ Ｃ Ｈ ｐｇ  28.0 34.0 

Ｍ Ｃ Ｈ Ｃ ｇ／dl  32.0 36.0 

血 小 板 数 ×103  150 350 

   基準範囲の由来  NCCLS 指針準拠（慶應関連病院） 

 

 

 

 


